
(57)【要約】

【課題】　含クロム鉄鋼スラグを工業的に簡易で経済性

に優れた方法で改質し、６価Ｃｒ溶出量を抑制して安定

化させる方法を提供する

【解決手段】　スラグ中の全クロムの８０質量％以上が

ＦｅＯ・Ｃｒ2Ｏ3および／またはＭｎＯ・Ｃｒ2Ｏ3とし

て存在するようにして、６価Ｃｒ溶出量を０．５ｍｇ／

ｌ以下に抑える。さらに、２ＣａＯ・ＳｉＯ2含有量が

スラグ質量に対して３質量％未満となるようにして、６

価Ｃｒ溶出量を０．０５ｍｇ／ｌ以下に抑える。また、

スラグ中の酸化鉄質量と酸化マンガン質量の和がスラグ

中全クロム質量の１．５倍以上であるようにし、さらに

はＣａＯ、ＳｉＯ2、ＭｇＯ、Ａｌ2Ｏ3各成分のモル分

率をそれぞれｘ、ｙ、ｚ、αとしたときに、下記（Ａ）

式で規定される範囲にない組成となるようにする。

　　ｘ－３ｙ≦３α　かつ　２ｘ－３ｙ≧６α　かつ　

２ｘ＋３ｙ≧２－２α　かつ　

　　５ｙ≦２－８α　かつ　α≦０．２５　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（Ａ）

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ
ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価
Ｃ ｒ 溶 出 量 を ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量
の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を
０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ
ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有
量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を ０ ． ０
５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量
の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ

3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 を そ れ
ぞ れ ｘ 、 ｙ 、 ｚ 、 α と し た と き に 、 下 記 （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
　 　 ｘ － ３ ｙ ≦ ３ α 　 か つ 　 ２ ｘ － ３ ｙ ≧ ６ α 　 か つ 　 ２ ｘ ＋ ３ ｙ ≧ ２ － ２ α 　 か つ 　
　 　 ５ ｙ ≦ ２ － ８ α 　 か つ 　 α ≦ ０ ． ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ａ ）
【 請 求 項 ５ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 の 精 錬 中 ま た は 精 錬 終 了 後 に 、 酸 化 鉄 を 主 成 分 と す る 物 質 お よ び ／ ま た は
酸 化 マ ン ガ ン を 主 成 分 と す る 物 質 を 添 加 す る こ と に よ り 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か で 規 定
す る ス ラ グ と な る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 無 害 化 ス ラ グ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ の 無 害 化 方 法 、 特 に 、 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ
ｒ の 溶 出 を 抑 制 し て 無 害 化 し 、 路 盤 材 、 セ メ ン ト 材 、 海 洋 用 途 等 の 資 源 と し て 利 用 を 図 る
こ と の で き る ス ラ グ 組 成 と す る ス テ ン レ ス 鋼 の 精 錬 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ は 、 原 料 を 溶 解 す る 工 程 あ る い は 脱 炭 、 生 成 酸 化 物 の 還 元 、 脱 硫 等
の 精 錬 工 程 に お い て 不 可 避 的 に 発 生 し 、 数 ％ の ク ロ ム 酸 化 物 を 含 有 し て い る 。 そ の た め 、
ク ロ ム 酸 化 物 の 存 在 状 態 に よ っ て は 、 ス ラ グ を 路 盤 材 や 海 洋 用 途 等 へ 再 利 用 し た 際 に 、 水
や 土 壌 等 へ 有 害 な ６ 価 Ｃ ｒ が 溶 出 す る 場 合 が あ り 、 有 効 利 用 を 困 難 に し て い る 。 水 質 汚 濁
防 止 法 の 排 水 基 準 で は ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 ≦ ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 、 ま た 土 壌 環 境 基 準 に つ い て は ６
価 Ｃ ｒ 溶 出 量 ≦ ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ （ 土 壌 が 地 下 水 か ら 離 れ て い る 場 合 に は ０ ． １ ５ ｍ ｇ ／
ｌ ） と 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ か ら の ６ 価 ク ロ ム の 溶 出 防 止 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 ア
ル ミ 灰 お よ び マ グ ネ シ ア 系 物 質 を 受 滓 鍋 に 敷 き 詰 め て お き 、 溶 融 状 態 に あ る ス ラ グ を 受 滓
鍋 に 排 滓 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 Ｍ ｇ Ｏ ・ Ａ ｌ 2 Ｏ 3 と い う 組 成
の ス ピ ネ ル を 形 成 さ せ 、 そ の 中 へ 酸 化 ク ロ ム を 固 溶 さ せ る こ と に よ り 安 定 化 さ せ る こ と で
ク ロ ム の 再 酸 化 す な わ ち ６ 価 ク ロ ム 生 成 を 防 止 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 方 法 で は 、
ア ル ミ 灰 や マ グ ネ シ ア 物 質 を 添 加 し た 後 に ス ピ ネ ル を 形 成 さ せ 、 そ こ に 酸 化 ク ロ ム を 固 溶
さ せ る た め 、 ク ロ ム が 安 定 化 さ れ る の に 時 間 が か か り 、 溶 融 状 態 で の 混 合 が 不 十 分 な 場 合
に は ６ 価 ク ロ ム が 溶 出 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 脱 炭 精 錬 後 、 ス ラ グ 中 の Ｃ ｒ を 溶 鋼 中 へ 回 収 す る 還 元 処 理 を 経 た
溶 融 状 態 の ス ラ グ に 対 し 、 Ｆ ｅ Ｓ な ど の － ２ 価 の Ｓ 化 合 物 を 添 加 し 、 不 活 性 ガ ス の 吹 き 込
み 攪 拌 に よ り ス ラ グ 中 Ｓ 濃 度 を ０ ． ２ ０ 質 量 ％ 以 上 と し て ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 を 防 止 す る 方 法
が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ の 方 法 は 、 溶 融 ス ラ グ に 添 加 剤 を 均 質 に 混 合 す る た
め に 不 活 性 ガ ス の 吹 き 込 み を 行 い ク ロ ム 酸 化 物 の 安 定 化 を 図 る も の で 、 ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 を
防 止 す る 方 法 と し て は 有 効 で あ る が 、 還 元 処 理 終 了 後 に 不 活 性 ガ ス の 吹 き 込 み や ス ラ グ の
粘 度 を 低 下 さ せ る た め の 添 加 剤 を 使 用 す る と い っ た 操 作 が 必 要 と な り 、 経 済 性 の 面 で 問 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ク ロ ム 酸 化 物 含 有 物 質 か ら の ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 防 止 方 法 と し て 、 高 炉 徐 冷 ス ラ グ 冷 却
水 を 散 水 す る 方 法 、 高 炉 徐 冷 ス ラ グ 冷 却 水 に 浸 漬 す る 方 法 、 高 炉 徐 冷 ス ラ グ と 混 合 し 水 蒸
気 を 吹 き 込 む 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。 さ ら に 、 こ の 方 法 の 改 善 方 法 と し て
、 ク ロ ム 酸 化 物 含 有 物 質 の 上 に 高 炉 ス ラ グ 等 の 硫 黄 含 有 ス ラ グ を 載 せ て 散 水 す る 方 法 （ 特
許 文 献 ４ ） や ク ロ ム 酸 化 物 含 有 物 質 に 水 蒸 気 を 吹 き 込 ん だ 後 に 、 高 炉 ス ラ グ 溶 出 水 を 散 水
し た り 、 高 炉 ス ラ グ 溶 出 水 に 浸 漬 す る 方 法 （ 特 許 文 献 ５ ） が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 特 許 文 献 ２ ～ ５ に 示 さ れ て い る 方 法 は 、 基 本 的 に 硫 黄 に よ り ６ 価 Ｃ ｒ を 無 害 な ３
価 Ｃ ｒ に 還 元 し て 無 害 化 す る 方 法 で あ り 、 一 時 的 に は ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 が 防 止 さ れ る も の の
、 Ｃ ｒ が 完 全 に 安 定 化 さ れ た わ け で は な く 、 長 期 に 使 用 さ れ て い る と 、 外 部 環 境 に よ っ て
は 再 び ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が 増 大 す る 場 合 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ７ １ ９ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ０ ４ ５ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ４ ５ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － １ ０ ４ ６ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 １ １ － １ ０ ０ ２ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ を 工 業 的 に 簡 易 で
経 済 性 に 優 れ た 方 法 で 改 質 し 、 ス ラ グ 中 の Ｃ ｒ を 、 長 期 に 亘 り 最 大 で も ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 ≦
０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 、 望 ま し く は ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 ≦ ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ と な る よ う に 安 定 化 さ せ
る 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以
上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る
、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
　 （ ２ ） ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ
ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶
出 量 を ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
　 （ ３ ） ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以
上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ

2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を
０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
　 （ ４ ） ク ロ ム を 含 有 す る 鉄 鋼 精 錬 ス ラ グ で あ っ て 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ
ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、
Ａ ｌ 2 Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分
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率 を そ れ ぞ れ ｘ 、 ｙ 、 ｚ 、 α と し た と き に 、 下 記 （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 、 ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 に 抑 え た ス ラ グ 。
　 　 ｘ － ３ ｙ ≦ ３ α 　 か つ 　 ２ ｘ － ３ ｙ ≧ ６ α 　 か つ 　 ２ ｘ ＋ ３ ｙ ≧ ２ － ２ α 　 か つ 　
　 　 ５ ｙ ≦ ２ － ８ α 　 か つ 　 α ≦ ０ ． ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ａ ）
　 （ ５ ） ス テ ン レ ス 鋼 の 精 錬 中 ま た は 精 錬 終 了 後 に 、 酸 化 鉄 を 主 成 分 と す る 物 質 お よ び ／
ま た は 酸 化 マ ン ガ ン を 主 成 分 と す る 物 質 を 添 加 す る こ と に よ り 、 請 求 項 １ ～ ４ で 規 定 す る
ス ラ グ と な る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 無 害 化 ス ラ グ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ り 、 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 を 抑 制 し て 長 期 的 に 無 害 化 し
、 路 盤 材 、 セ メ ン ト 材 、 海 洋 用 途 等 の 資 源 化 が で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 明 者 ら は 、 酸 化 ク ロ ム を 含 む 種 々 の 化 合 物 か ら の ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を 調 査 し た 。 そ の 結
果 、 Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 や Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 の 形 を と る 化 合 物 か ら は 、 図 １ に 示 す よ う に ３
０ 日 間 の 長 期 に 亘 り 化 合 物 を 水 に 浸 漬 し て も 、 ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 が 殆 ど な い こ と を 知 見 し た
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 発 明 の 最 良 の 実 施 形 態 と し て は 、 ス ラ グ 中 の ク ロ ム の 全 量 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ

2 Ｏ 3 も し く は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る こ と で あ り 、 こ れ に よ り ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量
は 長 期 に わ た り 殆 ど 皆 無 と な る 。 し か し な が ら 、 工 業 的 に こ の よ う な 条 件 を 作 り 出 す こ と
は 困 難 で あ る た め 、 発 明 者 ら は 種 々 の 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を 調 査 し
、 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 と な る 条 件 を 見 出 し た 。 す な わ ち 、 「 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム
の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る 」
、 と い う 条 件 で あ る 。 数 値 限 定 の 根 拠 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 発 明 者 ら は 種 々 の 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ を Ｅ Ｐ Ｍ Ａ で 分 析 し 、 ス ラ グ 中 の Ｃ ｒ の 存 在 形 態
を 調 査 し た 。 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム 質 量 に 対 す る Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 の Ｃ ｒ 質 量 と Ｍ ｎ Ｏ ・
Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 Ｃ ｒ 質 量 の 和 の 比 と 、 環 境 庁 告 示 ４ ６ 号 に 則 っ て 測 定 し た ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 と
の 関 係 を 図 ２ に 示 す 。 Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 の Ｃ ｒ 質 量 と Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 Ｃ ｒ 質 量 の 和
が ス ラ グ 中 全 Ｃ ｒ の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ れ ば 、 す べ て ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以
下 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 発 明 者 ら は 、 Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 の Ｃ ｒ 質 量 と Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 Ｃ ｒ 質 量 の 和
が ス ラ グ 中 全 Ｃ ｒ の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る 含 ク ロ ム 鉄 鋼 ス ラ グ に つ い て 、 ス ラ グ 中 の ２ Ｃ
ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 と ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 と の 関 係 を 調 査 し た 。 そ の 結 果 を 図 ３ に 示 す が
、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 が 全 て
０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 と な っ た 。 す な わ ち 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ
Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量
が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ る 、 と い う ２ つ の 条 件 を 同 時 に 満 た せ ば 、 ６ 価 Ｃ
ｒ 溶 出 量 ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 の 土 壌 環 境 基 準 も 達 成 で き る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ

2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る た め の 実 施 の 形 態 と し て は 、 「 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン
質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 」 と す る こ と で あ る 。 発 明 者 ら は 種 々 の
組 成 の ス ラ グ を 分 析 し 、 ク ロ ム の 存 在 形 態 を 調 査 し た 結 果 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 全 ク ロ ム
質 量 に 対 す る ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 の 比 が ２ ． ５ 以 上 で 、 Ｆ ｅ Ｏ
・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 の Ｃ ｒ 質 量 と Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 Ｃ ｒ 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 Ｃ ｒ の ８ ０ 質 量
％ 以 上 と な る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 を ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 と す る た め の 実 施
の 形 態 と し て は 、 「 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ
Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 を そ れ ぞ れ ｘ 、 ｙ 、 ｚ 、 α と し た と き
に 、 下 記 （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 で あ る 」 よ う に す る こ と で あ る 。 こ こ で 、
　 　 ｘ － ３ ｙ ≦ ３ α 　 か つ 　 ２ ｘ － ３ ｙ ≧ ６ α 　 か つ 　 ２ ｘ ＋ ３ ｙ ≧ ２ － ２ α 　 か つ 　
　 　 ５ ｙ ≦ ２ － ８ α 　 か つ 　 α ≦ ０ ． ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ａ ）
で あ る 。 こ こ で 規 定 さ れ る 組 成 範 囲 の 意 味 合 い は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 、 Ｃ ａ Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 － Ｍ ｇ Ｏ － Ａ ｌ 2 Ｏ 3 の ４ 元 状 態 図 を 示 す 。 図 中 Ｃ 3 Ａ は ３ Ｃ ａ
Ｏ ・ Ａ ｌ 2 Ｏ 3 の 化 合 物 を 生 成 す る 組 成 点 を 示 し 、 同 様 に Ｃ 3 Ｓ は ３ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｃ 2

Ｓ は ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｃ 3 Ｓ 2 は ３ Ｃ ａ Ｏ ・ ２ Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｃ 3 Ｍ Ｓ 2 は ３ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｍ ｇ Ｏ ・
２ Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｃ 2 Ｍ Ｓ 2 は ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｍ ｇ Ｏ ・ ２ Ｓ ｉ Ｏ 2 の 化 合 物 を 生 成 す る 組 成 点 を 示 す 。
こ の と き 、 ス ラ グ の 組 成 が Ｃ 2 Ｓ 、 Ｃ 3 Ａ 、 Ｃ 3 Ｓ 、 Ｍ ｇ Ｏ の 各 点 を 頂 点 と す る ４ 面 体 、 Ｃ 2

Ｓ 、 Ｃ 3 Ａ 、 Ｃ 3 Ｍ Ｓ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ の 各 点 を 頂 点 と す る ４ 面 体 、 Ｃ 2 Ｓ 、 Ｃ 3 Ａ 、 Ｃ 3 Ｍ Ｓ 2 、 Ｃ 2

Ｍ Ｓ 2 の 各 点 を 頂 点 と す る ４ 面 体 、 Ｃ 2 Ｓ 、 Ｃ 3 Ａ 、 Ｃ 3 Ｓ 2 、 Ｃ 2 Ｍ Ｓ 2 の 各 点 を 頂 点 と す る
４ 面 体 、 の い ず れ か の 内 部 に あ る 場 合 は 、 ス ラ グ が 冷 却 し て 凝 固 す る 際 に ス ラ グ 中 に ２ Ｃ
ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 を 析 出 す る 。 ス ラ グ 組 成 が 前 記 ４ つ の ４ 面 体 の い ず れ か の 内 部 で あ る こ と
を 示 す 条 件 が （ Ａ ） 式 で あ り 、 （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 で あ れ ば ス ラ グ が 冷
却 凝 固 後 に ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 を 含 ま な い こ と に な る 。 発 明 者 ら は 、 種 々 の 組 成 の ス ラ グ
を 分 析 し 、 （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 の 場 合 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス
ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ る こ と 、 お よ び 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以
上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 す る 場 合 に は 、 ６ 価 Ｃ
ｒ の 溶 出 量 が 全 て ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う な ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 量 を 抑 え た ス ラ グ を 製 造 す る た め の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 は 、
「 ス テ ン レ ス 鋼 の 精 錬 中 ま た は 精 錬 終 了 後 に 、 酸 化 鉄 を 主 成 分 と す る 物 質 お よ び ／ ま た は
酸 化 マ ン ガ ン を 主 成 分 と す る 物 質 を 添 加 す る こ と 」 で あ る 。 電 気 炉 や Ｆ ｅ － Ｃ ｒ の 溶 融 還
元 炉 、 転 炉 、 Ａ Ｏ Ｄ と い っ た 脱 炭 炉 、 二 次 精 錬 炉 等 の ス テ ン レ ス 鋼 の 精 錬 炉 に お い て 、 精
錬 初 期 の フ ラ ッ ク ス の 添 加 量 と 精 錬 前 の 溶 銑 や 溶 鋼 の 組 成 か ら 、 精 錬 後 の ス ラ グ 組 成 は 予
測 さ れ る 。 予 測 さ れ た ス ラ グ 組 成 が 本 発 明 で 規 定 し た ス ラ グ 組 成 と な る 場 合 に は そ の ま ま
で 良 い が 、 精 錬 目 的 に よ り 規 定 ス ラ グ 組 成 か ら 外 れ る 場 合 に は 、 精 錬 末 期 も し く は 精 錬 終
了 後 に 、 炉 内 も し く は 排 滓 鍋 に お い て 不 足 成 分 で あ る 酸 化 鉄 も し く は 酸 化 マ ン ガ ン を 補 う
物 質 を 添 加 す る 。 酸 化 鉄 分 を 補 う 場 合 に は 、 鉄 鉱 石 、 焼 結 鉱 、 製 鋼 ダ ス ト 、 ミ ル ス ケ ー ル
等 の 酸 化 鉄 を 主 成 分 と す る 物 質 が 、 酸 化 マ ン ガ ン 分 を 補 う 場 合 に は 、 Ｍ ｎ 鉱 石 、 Ｆ ｅ － Ｍ
ｎ 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｍ ｎ 製 造 時 の ダ ス ト 等 の 酸 化 マ ン ガ ン を 主 成 分 と す る 物 質 が 使 用 で き る 。
本 発 明 で 規 定 し た ス ラ グ 組 成 と す る た め に 、 こ れ ら の 物 質 を 適 宜 選 択 し て 単 独 も し く は 複
数 を 併 用 し て 使 用 す れ ば 良 い 。 な お 、 物 質 添 加 後 の ス ラ グ と の 混 合 、 溶 解 効 率 を 向 上 す る
た め に 、 こ れ ら の 物 質 を 粉 砕 し て 細 か く し て お く と よ り 望 ま し い 。 ま た 、 排 滓 鍋 に お い て
添 加 す る 場 合 に は 、 溶 解 効 率 を 向 上 す る た め に 、 適 宜 バ ー ナ ー や 電 気 エ ネ ル ギ ー を 使 用 し
て 熱 を 付 与 し て も 良 い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 具 体 例 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 例 に お け る ６ 価 Ｃ ｒ 溶
出 量 は 、 環 境 庁 告 示 ４ ６ 号 法 に よ る 溶 出 試 験 方 法 に 基 づ い て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 １ ト ン 規 模 の 試 験 用 溶 解 炉 を 用 い て 、 Ｃ ｒ 系 ス テ ン レ ス を 溶 製 、 脱 炭 精 錬 を 行 っ た 。 脱
炭 精 錬 終 了 時 点 の ス ラ グ 組 成 は 、 溶 銑 成 分 お よ び 精 錬 終 了 時 の 溶 鋼 成 分 、 造 滓 材 で あ る 生
石 灰 と ド ロ マ イ ト 、 鉄 鉱 石 お よ び 珪 石 の 添 加 量 、 還 元 材 で あ る Ｆ ｅ － Ｓ ｉ 合 金 添 加 量 に よ
り マ ス バ ラ ン ス か ら 計 算 し て 調 整 し た 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 主 な 結 果 を 表 １ に 示 す 。 発 明 例 １ で は 、 脱 炭 精 錬 中 の 上 底 吹 き 条 件 や 鉄 鉱 石 の 投 入 量 の
調 整 に よ り ス ラ グ 中 酸 化 鉄 濃 度 が 高 く な る よ う 調 整 し 、 脱 炭 後 の Ｆ ｅ － Ｓ ｉ に よ る 還 元 を
行 わ な か っ た 。 最 終 の ス ラ グ 組 成 が 、 本 発 明 で 規 定 す る ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン
ガ ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ
ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の
モ ル 分 率 が （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 と な っ て お り 、 Ｅ Ｐ Ｍ Ａ を 用 い て 分 析 し
た ス ラ グ 中 ク ロ ム の 存 在 形 態 は 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2

Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し て お り 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス
ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ っ た 。 こ の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 試 験 を 実 施 し
た と こ ろ 、 ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 発 明 例 ２ ～ ７ は 、 脱 炭 後 に Ｆ ｅ － Ｓ ｉ 還 元 を 行 い 、 還 元 後 に 転 炉 ダ ス ト や Ｍ ｎ 鉱
石 を 用 い て ス ラ グ を 改 質 し た 。 発 明 例 ２ と ５ で は 、 転 炉 ダ ス ト の み を マ ス バ ラ ン ス か ら 計
算 さ れ た ス ラ グ 量 の ７ 質 量 ％ に 相 当 す る 量 を 排 滓 鍋 に 敷 き 込 み 、 そ の 上 に ス ラ グ を 排 出 し
た 。 発 明 例 ３ と ６ で は 、 Ｍ ｎ 鉱 石 の み を マ ス バ ラ ン ス か ら 計 算 さ れ た ス ラ グ 量 の ７ 質 量 ％
に 相 当 す る 量 を 排 滓 鍋 に 敷 き 込 み 、 そ の 上 に ス ラ グ を 排 出 し た 。 発 明 例 ４ と ７ で は 、 転 炉
ダ ス ト と Ｍ ｎ 鉱 石 を そ れ ぞ れ 計 算 ス ラ グ 量 の ３ 質 量 ％ に 相 当 す る 量 ず つ 混 合 し て 排 滓 鍋 に
敷 き 込 み 、 そ の 上 に ス ラ グ を 排 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 明 例 ２ ～ ４ は 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 は ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質
量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ
び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し て い た が 、 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ

3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 が （ Ａ
） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 内 で あ り 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量
％ 以 上 で あ っ た 。 こ れ ら の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 試 験 を 実 施 し た と こ ろ 、 ６ 価 Ｃ ｒ
の 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ っ た 。 発 明 例 ５ ～ ７ に つ い て は 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質
量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ Ｃ ａ Ｏ 、
Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2

Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 が （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 と な っ て お り 、 ス ラ グ 中 の
全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存
在 し て お り 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ っ た 。 こ
れ ら の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 比 較 例 で は 、 脱 炭 後 に Ｆ ｅ － Ｓ ｉ 還 元 を 行 っ た が 、 ス ラ グ 改 質 は 実 施 し な か っ た 。 比 較
例 １ 、 ２ と も 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の
１ ． ５ 倍 未 満 で あ り 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム 質 量 に 対 す る Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 ク ロ ム 質 量 と
Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 ク ロ ム 質 量 の 和 の 比 が ８ ０ 質 量 ％ 未 満 で あ っ た 。 こ れ ら の ス ラ グ か ら
の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 試 験 を 実 施 し た と こ ろ 、 ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 超 で あ っ た
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 １ ト ン 規 模 の 試 験 用 溶 解 炉 を 用 い て 、 Ｃ ｒ 系 ス テ ン レ ス を 溶 製 、 脱 炭 精 錬 を 行 っ た 後 、
真 空 精 錬 炉 で ［ Ｃ ］ ＜ ０ ． １ 質 量 ％ ま で 脱 炭 し 、 そ の 後 、 鍋 底 に 取 り 付 け た ポ ー ラ ス プ ラ
グ か ら Ａ ｒ バ ブ リ ン グ を し な が ら 脱 酸 し た 。 脱 酸 は 、 金 属 Ａ ｌ 、 Ｆ ｅ － Ｓ ｉ 合 金 、 Ｃ ａ －
Ｓ ｉ 合 金 の 単 独 ま た は 併 用 で 行 い 、 脱 酸 材 の 添 加 量 に よ り 脱 酸 後 の ス ラ グ 組 成 を 調 整 し た
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 主 な 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 発 明 例 ８ ～ １ ０ で は 、 脱 酸 後 の ス ラ グ を 排 出 す る 際 、 排 滓 鍋 に
鉄 鉱 石 や Ｍ ｎ 鉱 石 を 敷 き 込 み 、 そ の 上 に 排 滓 し て ス ラ グ を 改 質 し た 。 発 明 例 ８ で は 、 マ ス
バ ラ ン ス か ら 計 算 さ れ た ス ラ グ 量 の １ 質 量 ％ に 相 当 す る 量 の 鉄 鉱 石 の み を 、 発 明 例 ９ で は
計 算 ス ラ グ 量 の １ 質 量 ％ に 相 当 す る 量 の Ｍ ｎ 鉱 石 の み を 、 発 明 例 １ ０ で は そ れ ぞ れ 計 算 ス
ラ グ 量 の １ 質 量 ％ に 相 当 す る 量 の 鉄 鉱 石 と Ｍ ｎ 鉱 石 を 混 合 し た も の を 改 質 材 と し て 使 用 し
た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 発 明 例 ８ 、 ９ で は 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 は ス ラ グ 中 全 ク ロ ム
質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 ス ラ グ 中 の 全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お
よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存 在 し て い た が 、 Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2

Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 が （
Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 内 で あ り 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質
量 ％ 以 上 で あ っ た 。 こ れ ら の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 試 験 を 実 施 し た と こ ろ 、 ６ 価 Ｃ
ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ っ た 。 ま た 、 発 明 例 １ ０ で は 、 ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質
量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 以 上 で あ り 、 か つ Ｃ ａ Ｏ 、
Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 以 外 の ス ラ グ 成 分 を 除 い た Ｃ ａ Ｏ 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 、 Ｍ ｇ Ｏ 、 Ａ ｌ 2

Ｏ 3 各 成 分 の モ ル 分 率 が （ Ａ ） 式 で 規 定 さ れ る 範 囲 に な い 組 成 と な っ て お り 、 ス ラ グ 中 の
全 ク ロ ム の ８ ０ 質 量 ％ 以 上 が Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て 存
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在 し て お り 、 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 が ス ラ グ 質 量 に 対 し て ３ 質 量 ％ 未 満 で あ っ た 。 こ
の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ０ ５ ｍ ｇ ／ ｌ 以 下 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 比 較 例 で は 、 脱 酸 後 の ス ラ グ 改 質 は 実 施 し な か っ た 。 比 較 例 ３ 、 ４ と も 、 ス ラ グ 中 の 酸
化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 が ス ラ グ 中 全 ク ロ ム 質 量 の １ ． ５ 倍 未 満 で あ り 、 ス ラ グ
中 の 全 ク ロ ム 質 量 に 対 す る Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 ク ロ ム 質 量 と Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 中 ク ロ ム 質
量 の 和 の 比 が ８ ０ 質 量 ％ 未 満 で あ っ た 。 こ れ ら の ス ラ グ か ら の ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 試 験 を 実 施
し た と こ ろ 、 ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 が ０ ． ５ ｍ ｇ ／ ｌ 超 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 発 明 例 １ ～ １ ０ の ス ラ グ を 、 環 境 庁 告 示 ４ ６ 号 法 に よ る 溶 出 試 験 と 同 じ 要 領 で 、
５ ０ ０ ｍ ｌ の 水 に ス ラ グ ５ ０ ｇ を 浸 漬 し 、 １ 年 間 溶 出 さ せ た 後 に ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 を 測 定
し た 。 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 １ 年 間 の 溶 出 試 験 後 も 、 い ず れ も ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 は ０ ． ０ ５
ｍ ｇ ／ ｌ で あ り 、 長 期 的 に 安 定 で あ る こ と も 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 図 １ 】 化 合 物 か ら の ６ 価 Ｃ ｒ 溶 出 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ス ラ グ 中 ク ロ ム の Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て の 存
在 割 合 と ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 含 有 量 と ６ 価 Ｃ ｒ の 溶 出 量 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 全 ク ロ ム 質 量 に 対 す る ス ラ グ 中 の 酸 化 鉄 質 量 と 酸 化 マ ン ガ ン 質 量 の 和 の 比 と ス ラ
グ 中 ク ロ ム の Ｆ ｅ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 お よ び ／ ま た は Ｍ ｎ Ｏ ・ Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 と し て の 存 在 割 合 と の 関
係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｃ ａ Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 － Ｍ ｇ Ｏ － Ａ ｌ 2 Ｏ 3 の ４ 元 状 態 図 上 に ２ Ｃ ａ Ｏ ・ Ｓ ｉ Ｏ 2 の 析 出
領 域 を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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